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＜基本理念＞

　　　　　林土木工業株式会社のグループ会社の一員として

　　　　　当社は、建設業を通し、環境に与える影響、及び環境保全の重要性を認識し、

　　　　　地球の環境を永遠に守り続けるため、地域に密着した貢献活動を行い

　　　　　環境負荷の削減を目指して、環境経営の継続的な改善活動を行ってまいります。

＜行動指針＞

１．環境負荷の削減のため、以下の取組を行います。

(１)．使用エネルギー（電気・ガス・燃料など)の削減に努めます。

(２)．産業廃棄物の適正処理と建設資材のリサイクルの推進に努めます。

(３)．事務所及び工事現場での節水に努めます。

(４)．建設機械使用に伴う騒音・振動の低減に努めます。

(５)．環境に配慮した排出ガス対策型の機械使用に努めます。

(６)．グリーン資材の調達の促進に努めます。

(７)．工事現場での塗料等化学物質の適正管理に努めます。

２．地域貢献活動の実施。

(１)．事務所周辺での清掃・美化活動に努めます。

(２)．現場周辺での清掃・美化活動に努めます。

(３)．行政機関等が実施する環境保全活動に協力します。

３．環境保全活動のための環境関連法規その他の要求事項を遵守します。

４．環境保全活動を維持・推進していくため、社員一人一人が環境に対する

　　意識を高めるための環境教育を行います。

５．環境経営レポートを作成し、環境保全活動の内容を一般に公表します。
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電気使用量の削減
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✿一人一花運動に参加✿

地域住民の皆さまが少しでも喜んでいた

だけたらと考え、季節の花を植えていま

す。



二酸化炭素排出量の削減率は増していて、目標を達成できなかった。今年度は電気の使

用量が少し増加し、水の使用量は削減できた。事務所では必要以上のエアコン使用をし

ないなど節電に関しての意識の部分でも声掛けを行った。また、業務効率化や整理整頓、

美化活動への取り組みを行った。今後、目標と実績に大きな差が見られる項目が出た場

合はその原因を調査し、見直すべきかも含め検討を行っていきたい。努力目標については

目標を達成できた。今後も努力を続けていきたい。

建設現場の場合、CO2の排出量の総量は電気、ガソリン、軽油とも目標対比増加している

が原単位では今年度も減少している。このように現場の場合は、不確定要素が多いため、総

量だけでの判断には注意を要する。できれば引き続き数値目標よりも、現場の中で把握でき

る範囲で削減努力を行っていきたい。また努力目標についても意識の啓発に努めていきたい。

次年度は見直しを行わない。昨年度から引き続きエコに対する意識が浸透してきているも

のの、二酸化炭素排出量全体としては目標を達成することができなかった。事務所は電気

の数値について今後注視していきたい。現場においては、原単位では目標を達成している

ものの現場独特の不確定要素による数値の変動が大きいことから、数値目標の達成にカ

点を置くよりも現場の状況特質をよく見ながらこまめな削減努力を行っていきたい。また、行

政機関も総合評価制度の中で環境面にも見直しを行っており、今後企業の評価アップ・

工事成績アップに繋がる施策を講じていかなければならない。努力目標についてもグリーン

資材の調達促進に引き続き努力をしていきたい。




